
Bulletin of
the National Museum
of Japanese History

国立歴史民俗博物館
研究報告
第243集

Taxonomic Reconsideration of the Pleistocene 
Fauna and Flora in the Naora Collection, and 
Its Current Reappraisal

Edited by KOHNO Naoki

直良コレクションを構成する
更新統産動植物化石の

分類学的再検討と現代の評価
甲能直樹 編

令和5年11月November 2023

［共同研究］Collaborative Research :



国立歴史民俗博物館研究報告　第243集
［共同研究］直良コレクションを構成する更新統産動植物化石の分類学的再検討と現代の評価

目 次

共同研究の経過と概要 甲能直樹 1……………………………………………………

［調査研究活動報告］

甲能純子・門叶冬樹
坂本 稔・工藤雄一郎
甲能直樹

13…………………………直良コレクションおよび関連する
動物化石の年代測定結果

直良コレクションの更新世産植物化石の 
放射性炭素年代測定

21

葛生産オオカミ化石の諸分析の
経過と概要

工藤雄一郎・甲能直樹 31…………………

［論文］

茂原信生・甲能直樹
甲能純子・工藤雄一郎 
株式会社サンク・アール

……………………… 57旧石器時代のオオカミ（葛生オオカミ）の
生体復元模型の作成

工藤雄一郎・百原 新
坂本 稔・門叶冬樹

……………………

半田直人 ………………………………………………… 71

西岡佑一郎 …………………………………………… 81直良信夫コレクションの反芻類化石の
再検討

工藤雄一郎・甲能直樹 63葛生産更新世オオカミ生体復元模型の
常設展示室への設置と展示構成案に
ついて

直良コレクションのサイ科化石

甲能純子・茂原信生
門叶冬樹・工藤雄一郎
甲能直樹

45………………………直良コレクションの葛生産オオカミ標本
の放射性炭素（14C）年代測定による生
息年代の決定と日本列島のオオカミの
下顎第一臼歯の大きさの経時的変化に
ついて

［研究ノート］

［調査研究活動報告］
…………………

［研究ノート］



高橋啓一 97直良信夫のゾウ化石研究と 
直良コレクションに見られる 
ゾウ化石資料

［論文］
………………………………………………

百原 新・工藤雄一郎
門叶冬樹・塚腰 実

117三木茂博士採集標本に基づく 
東京都江古田針葉樹層の形成
年代とフロラの再検討

……………………

春成秀爾 ……………………………………………… 137松ヶ江動物群の時期について
［研究ノート］

弥生時代のネコとネズミ 
展示資料製作とその背景

149上 奈穂美・遠藤秀紀
藤尾慎一郎

……………………



Bulletin of the National Museum of Japanese History Vol.243
Collaborative Research: Taxonomic Reconsideration of the Pleistocene Fauna and Flora
in the Naora Collection, and Its Current Reappraisal

Contents:

KOHNO Naoki  Progress and Overview of the Collaborative Research �� 1

Report on Investigation and Research Activity 

KOHNO Ayako, TOKANAI Fuyuki, SAKAMOTO Minoru,
KUDO Yuichiro and KOHNO Naoki

Radiocarbon Dating for Mammalian Fossils in the Nobuo Naora 
Collection of the National Museum of Japanese History and 
Their Related Specimens �� 13

Article

Radiocarbon Dating of Pleistocene Plant Fossils Included
in the Naora Collection �� 21

SHIGEHARA Nobuo, KOHNO Naoki, KOHNO Ayako,
KUDO Yuichiro and CINQ-ART Inc  

Reconstructed Model of the Paleolithic Wolf Based on the Metrical Date
of Fossil Kuzuu Wolf �� 57

Determination of the Radiocarbon (14C) Age for the Specimens of Wolves 
from Kuzuu, Tochigi Prefecture in the Nobuo Naora Collection of the National 
Museum of Japanese History, and the Temporal Changes in the Size of 
the Lower First Molars of Wolves of the Japanese Archipelago �� 45

KOHNO Ayako, SHIGEHARA Nobuo, TOKANAI Fuyuki, 
KUDO Yuichiro and KOHNO Naoki 

Progress and Summary of Analyses of Fossil Wolves Found
from the Kuzu �� 31

KUDO Yuichiro, MOMOHARA Arata, SAKAMOTO Minoru and TOKANAI Fuyuki

KUDO Yuichiro and KOHNO Naoki

Research Notes



KAMI Naomi, ENDO Hideki and FUJIO Shin’ichiro
Points at Issue of Domesticated Cats and Rats in Yayoi Period：
Production of Exhibition Objects and Their Background �� 149

KUDO Yuichiro and KOHNO Naoki
Installation of a Biological Reconstruction Model of the Pleistocene
Wolf Found from the Kuzu in the Permanent Exhibition Room
and Proposed Exhibition Structure �� 63

Report on Investigation and Research Activity 

Research Notes

HANDA Naoto  The Rhinocerotid Fossils of Naora Collection �� 71

NISHIOKA Yuichiro  A Taxonomic Revision of Some Ruminant Fossils in 
Nobuo Naora’s Collection �� 81

Article

TAKAHASHI Keiichi  Fossil Elephant Study of Nobuo Naora and Examination Results
of Fossil Elephant Specimens in Naora Collection �� 97

MOMOHARA Arata, KUDO Yuichiro TOKANAI Fuyuki and 
TSUKAGOSHI Minoru 

Reexamination of Age and Flora of the Egota Conifer Bed, Tokyo, 
Based on Dr. Shigeru Miki Collection �� 117

Research Notes

HARUNARI Hideji  On the Age of the Matsugae Fauna �� 137



『国立歴史民俗博物館研究報告』投稿要項

（定義）
第１条　国立歴史民俗博物館研究報告（以下「研究報告」という。）は，国立歴史民俗博物館（以下「本館」という。）

の研究資源，機器等を利用した研究成果を掲載する本館における最も基本的な媒体であり，歴史学，考
古学，民俗学及びそれらの協業による広義の歴史学並びにそれらと関連する諸分野に関する「論文」，「研
究ノート」，「資料紹介」，「調査研究活動報告」（以下「論文等」という。）を発表することにより，それ
らの学問の発展に寄与するものである。

２　研究報告には，通常号と特集号がある。
３　通常号は，本館が定期的に公開する研究成果の報告であり，次により公開する。

一　共同研究等の成果報告を掲載することができる。
二　特別の事由があるときは，記念号として公開することができる。
三　本館の研究教育職員が定年退職又は現職で死亡した場合は，業績目録及び年譜を掲載する。

４　特集号は，共同研究の成果報告である。

（資格）
第２条　通常号に投稿できる者（共著の場合は筆頭著者とする。）は，次のとおりである。

一　本館の教職員，客員教員，名誉教授
二　本館運営会議委員
三　本館の共同研究員
四　本館の教員が代表者である科学研究費助成事業の研究分担者等
五　本館の展示プロジェクト委員　
六　本館が受け入れた各種研究員，研究協力者（リサーチアシスタントを含む。）
七　本館特別共同利用研究員のうち受入期間中の研究成果の発表を希望する者で，指導教員が推薦したも

の
八　総合研究大学院大学先端学術院先端学術専攻日本歴史研究コースの大学院生で，本館教員が推薦した

者
九　本館の館蔵資料を調査・研究し，その成果をまとめた者で，本館教員が推薦したもの
十　その他，研究報告編集委員会（以下「委員会」という。）が適当と認めた者

２　特集号に投稿できる者（共著の場合は筆頭著者とする。）は，次のとおりである。
一　本館の共同研究員及び研究協力者等 
二　本館の教員が代表者である科学研究費助成事業の研究分担者等
三　その他，本館共同研究等の代表者が必要と判断し，委員会が適当と認めた者

３　執筆者の所属等の記載については，各論文等末尾に所属機関及び本館との関係を明記する。
４　その他，投稿資格について不明な点が生じた場合は，研究推進センターで審議する。

（投稿）
第３条　掲載される論文等には，次の区分がある。

一　論文：歴史学，考古学，民俗学及び分析科学を含む関連諸学に関するオリジナルな研究の成果をまと
めたもの，又はある分野に関する研究史や研究成果，現状，展望等を総覧し，総合的にまとめたもの

二　研究ノート：研究の中間報告等大きな研究の一部を成すもの，又は予察，試論，着想等を提示するも
の

三　資料紹介：歴史・考古・民俗・博物館に関する資料の紹介や解題・翻刻を主としたもの

平成 29 年 3 月 27 日　研究推進センター会議決定
平成 31 年 3 月 5 日　研究推進センター会議改正
令和 2 年 3 月 3 日　研究推進センター会議改正
令和 3 年 1 月 12 日　研究推進センター会議改正
令和 5 年 6 月 6 日　研究推進センター会議改正



四　調査研究活動報告：本館の事業や研究活動の内容について報告するもの，又は調査・研究の基礎情報
を提示するもの

２　論文等は，区分を問わず未発表のものとする。また，二重投稿は認めない。
３　論文等の区分は，執筆者が明示する。なお，この区分の最終的な調整は委員会において行う。
４　論文等の使用言語は，原則として日本語とする。他の言語を用いる場合は，事前に委員会に相談すること。
５　その他，論文等の執筆・提出に関する詳細は，国立歴史民俗博物館研究報告執筆要領に定める。

（受理・採録）
第４条　論文等は，委員会で定めた査読者による査読を経て，委員会が審査の上，掲載の可否を決定する。

２　論文等は，採否にかかわらず原則として返却しない。返却を希望する写真，図版等のある場合には申し
出ること。

（権利関係）
第５条　研究報告の編集著作権は，大学共同利用機関法人人間文化研究機構にあり，論文等の著作権は，執筆

者に属する。
２　研究報告は，国立歴史民俗博物館学術研究成果物等の電子化及び情報発信等運用指針に基づき，本館の

リポジトリに登録される。本館は，本館のリポジトリに関して複製権と公衆送信権をもつ。
３　執筆者の所属機関等のリポジトリでの公開は，初出を明記した上で奥付日以降に可能とする。なお，所

属機関等のリポジトリに公開を希望する場合は，本館に連絡する。
　

（その他）
第６条　研究報告１号分における特定の執筆者による論文等の本数が，全本数の概ね３割を超えないものとす

る。
２　著作者は，委員会の審査を終え，掲載が可とされた論文等は，剽窃チェックを行うことが望ましい。
３　稿料の支払い，掲載料の徴収は行わない。
４　研究報告の編集実務は，委員会が行う。
５　本要項の改正に際しては，委員会が原案を作成し，研究推進センターが決定する。
６　提出先・連絡先

〒 285-8502　千葉県佐倉市城内町 117 番地
国立歴史民俗博物館研究協力課 研究報告担当（代表電話 043-486-0123）

附　則
『国立歴史民俗博物館研究報告』寄稿要項（通常号）及び『国立歴史民俗博物館研究報告』寄稿要項（特集号）
は廃止する。

附　則
この要項は，平成 29 年４月１日から施行する。

附　則
この要項は，平成 31 年４月１日から施行する。

附　則
この要項は，令和２年４月１日から施行する。

附　則
この要項は，令和３年２月１日から施行する。

附　則
１　この要項は，令和５年６月２０日から施行する。
２　この要項の施行に伴い，国立歴史民俗博物館研究報告取扱要項（令和元年１１月６日研究推進センター

会議決定）は廃止する。
３　第２条第１項第８号の規定は，総合研究大学院大学文化科学研究科日本歴史研究専攻の大学院生で，

本館教員が推薦した者についても適用する。



『国立歴史民俗博物館研究報告』執筆要領

Ⅰ  体裁
1．判型と字数
・A4 判　横書または縦書。
・縦書の場合は，1 頁 32 字× 27 行× 2 段（1,728 字）。
・横書の場合は，1 頁 44 字× 37 行× 1 段（1,628 字）。

2．分量
・区分を問わず 40 頁以内を目安とすること（写真，図版，表及び論文要旨等を含む）。
・特集号の原稿の総分量は，原則として，500 頁（写真，図版，表及び論文要旨を含む）以内に収めること。

3．図表・写真
・最大で，横 169mm ×縦 237.5mm。

Ⅱ 　 投稿，および採録後の提出
1．投稿時の送付物
・執筆者名とタイトルを表記した文章（要旨も含む）及び写真，図版，表などの印刷物 3 部を送付するこ

と（この印刷物に対して査読を行う）。
・文章には頁数と行番号を付けることとする。
2．原稿の区分
・原稿の区分（論文／研究ノート／資料紹介／調査研究活動報告）を明示すること。
3．要旨とキーワード 
・「論文」には，下記の要旨およびキーワードを付けること（日本語・英語の両方が必要）。

800 字以内の日本語要旨および 5 項目以内の日本語キーワード
400 語程度の英語要旨および 5 項目以内の英語キーワード

・「論文」「研究ノート」「資料紹介」「調査研究活動報告」については，英語タイトルも付けること。
4．使用言語
・日本語以外の言語を使用する場合は，日本語の翻訳または抄訳を付けること。
5．採録決定後の送付物
・採録決定後に，文章及び写真，図版，表などのファイルを収録して執筆者名とタイトルを記した CD 又

は DVD1 枚，写真，図版等の原版（使用する場合），及び上記の印刷物 1 部を提出すること。写真・図
版等の原版のうち返却を希望するものは明示すること。
なお，査読の趣旨に鑑み，採録決定後は内容の修正・加筆はできない。
著者による校正は再校まで行うが，組版の問題や，誤字・脱字の修正等に限る。

6．掲載順序
・通常号の掲載順序は，編集委員会に一任すること。原則として，通常号においては「論文」，「研究ノート」

「資料紹介」「調査研究活動報告」の順となる。

Ⅲ　   原稿作成についての留意事項
1．ワープロソフトデータ及び PDF データ
・タブ設定，注釈，箇条書きなど，ワープロソフト固有の特殊機能の使用は避けること。
・ワープロソフトデータの作成は，Microsoft Word 又は Just System 一太郎 を推奨する。
　InDesign などの編集ソフトデータで提出しないこと。

令 和 2 年 2 月 2 8 日

研 究 報 告 編 集 委 員 会

令和 3 年 2 月 9 日改正

令和 5 年 1 月 24 日改正



・特殊な文字，記号，割注，ルビなど，テキストの指示は印刷物に明示すること。
・採録決定後にワープロソフトデータ及び原稿を組んだ PDF を提出すること。
2．写真
・TIFF 画像又は JPG 画像の元データを用意すること。
・デジタル写真の場合，希望する掲載サイズと等寸で解像度を 350dpi 以上とすること。
3．図版
・元データを用意すること。
・出力見本として，印刷したものを用意すること。
・デジタル図版の作成は，Adobe Illustrator を推奨する。0.25 ポイント以上の線幅を用い，完成後はアウ

トラインをかけて TIFF 画像，PNG 画像又は JPG 画像等にすること。
・図面のトレースは 1200dpi 以上，印刷物のスキャンは 600dpi 以上で取り込むこと。
4．表
・表計算ソフトで作成した表は，関数を値に変換し，書式・桁数など表示とセルの内容とを一致させること。
5．許諾
・写真，図版，翻刻等の公開に際しての許諾は，執筆者がとり，使用料も原則として執筆者が負担すること。
・写真，図版，翻刻等の公開に関する責任は，著作権者がすべて負うものとし，本館はその責任を負わない。
6．その他
・写真，図版，表を別データへリンクさせた状態で投稿することは認めない。
・電子的な公開に適した大きさや解像度の写真，図版，表がない場合は掲載できないことがある。

Ⅳ　  提出先・連絡先
　〒 285-8502 千葉県佐倉市城内町 117 番地 
　国立歴史民俗博物館 研究協力課 研究報告担当 
　（代表電話：043-486-0123） 　　　　　　　　



［国立歴史民俗博物館研究報告編集委員会］

館外委員（五十音順）
伊 藤 紫 織　尚美学園大学芸術情報学部
及 川 祥 平　成城大学文芸学部
鐘 江 宏 之　学習院大学文学部 　
小 林 孝 秀　専修大学文学部

館内委員（五十音順）
小瀬戸恵美　研究部情報資料研究系
田 中 大 喜　研究部歴史研究系（委員長）
中 村 耕 作　研究部考古研究系
松 尾 恒 一　研究部民俗研究系

© 国立歴史民俗博物館　2023

ISSN 2759-453X

●

製作所

〒 285–8502　千葉県佐倉市城内町 117　☎ 043–486–0123（代）

国立歴史民俗博物館

大学共同利用機関法人
　人間文化研究機構

●

発行所

令和 5 年（2023）　11 月 30 日　製作

●

国立歴史民俗博物館研究報告　第 243 集
［共同研究］直良コレクションを構成する更新統産動植物化石の分類学的再検討と現代の評価

甲能直樹 編

〒 601–8461　京都府京都市南区唐橋門脇町 28　☎ 075–691–5121（代）

河北印刷株式会社


